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一
九
五
八
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
（
ア
ジ
研
）
に
、
図
書
資
料
部
が
設
置
さ
れ
た

の
は
翌
一
九
五
九
年
六
月
で
あ
る
。
発
展
途
上
地

域
の
資
料
情
報
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
た
図
書
資
料

部
は
関
係
す
る
資
料
の
収
集
を
行
っ
た
が
、
そ
の

な
か
に
、
蔵
書
構
成
に
占
め
る
比
率
こ
そ
さ
ほ
ど

高
く
な
い
が
、
戦
前
期
の
ア
ジ
ア
関
係
日
本
語
資

料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

図
書
資
料
部
が
こ
う
し
た
文
献
を
収
集
し
た
理

由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
ま
ず
、
当
時
ア
ジ
ア
諸
国

は
独
立
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の

地
域
の
政
治
経
済
社
会
研
究
の
た
め
に
は
、
植
民

地
統
治
下
の
状
況
を
歴
史
的
に
把
握
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
発
展
途
上
地
域
の
歴
史
を
踏
ま
え
て
、

現
代
の
研
究
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

ア
ジ
研
設
立
当
時
、
戦
後
日
本
の
ア
ジ
ア
研
究
は

開
始
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
現
在
の
よ
う
に
は

盛
ん
で
は
な
く
、
研
究
者
も
研
究
成
果
も
ま
だ
さ

ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
と
い
う
側
面
も
関
係
し
て
い

よ
う
。
こ
の
た
め
、
欧
米
の
発
展
途
上
地
域
研
究

機
関
、
発
展
途
上
国
の
研
究
機
関
が
刊
行
す
る
図

書
資
料
や
研
究
書
だ
け
で
な
く
、
戦
前
欧
米
や
日

本
で
刊
行
さ
れ
た
研
究
書
や
研
究
機
関
の
刊
行
物

を
収
集
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
発
足
当
時
の
ア

ジ
研
の
中
心
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
戦
前
・
戦
中
期
の

ア
ジ
ア
研
究
機
関
で
研
究
を
開
始
し
た
人
が
多
く
、

そ
の
時
期
の
ア
ジ
ア
研
究
を
批
判
的
に
総
括
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
戦
前
・
戦
中
に
刊

行
さ
れ
た
研
究
文
献
を
可
能
な
限
り
収
集
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
て
、
戦
前

あ
る
い
は
植
民
地
期
の
ア
ジ
ア
地
域
（
東
ア
ジ
ア

だ
け
で
な
く
、南
ア
ジ
ア
、東
南
ア
ジ
ア
を
含
む
）

の
事
情
を
記
し
た
刊
行
物
や
研
究
文
献
は
次
第
に

増
加
し
た
。
ま
た
、
発
足
か
ら
六
、七
年
を
経
て

ア
ジ
研
で
育
っ
た
研
究
者
が
研
究
を
す
す
め
る
な

か
で
、
た
と
え
ば
、
中
国
雑
誌
研
究
会
な
ど
国
民

政
府
統
治
下
の
中
国
に
関
わ
る
研
究
会
が
い
く
つ

か
組
織
さ
れ
て
い
た
。

私
は
一
九
六
六
年
に
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
に
入

所
し
て
図
書
資
料
部
に
配
属
さ
れ
た
た
め
、
ご
く

初
期
の
図
書
館
活
動
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら

な
い
が
、
す
で
に
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
、
南
満
洲

鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）、
満
洲
国
、
南
ア
ジ
ア

や
東
南
ア
ジ
ア
の
植
民
地
期
に
関
す
る
文
献
は
か

な
り
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、日
本
で
最
初
の
地
域
研
究
図
書
館
で
あ
っ

た
た
め
も
あ
り
、
総
合
目
録
や
文
献
解
題
が
多
数

編
纂
さ
れ
た
。
私
が
入
所
し
た
頃
に
は
「
現
代
中

国
関
係
中
国
語
文
献
総
合
目
録
」
の
編
纂
が
大
詰

め
を
迎
え
て
い
た
。
こ
の
目
録
は
、
国
内
の
図
書

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
辛
亥
革
命
以
降
新
中
国
成

立
ま
で
の
間
に
中
国
語
で
刊
行
さ
れ
た
文
献
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、
遡
及
入
力
さ
れ
て
い
な
い
図

書
館
が
今
も
あ
る
た
め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｃ
Ａ
Ｔ
や
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
で
は
検
索
で
き
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、

現
在
で
も
有
用
な
総
合
目
録
で
あ
る
。
こ
の
目
録

の
後
継
事
業
で
あ
っ
た
「
旧
植
民
地
関
係
機
関
刊

行
物
総
合
目
録
」
で
は
、
台
湾
編
（
一
九
七
三
年
）

が
最
初
に
刊
行
さ
れ
、
続
い
て
満
洲
国
・
関
東
州

編
（
一
九
七
五
年
）、
朝
鮮
編
（
一
九
七
八
年
）、

満
鉄
編
（
一
九
七
九
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

満
鉄
は
、
日
本
の
中
国
東
北
支
配
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
こ
と
、
し
か
も
存
在
し
た
期
間
が

長
か
っ
た
た
め
報
告
書
な
ど
の
刊
行
が
最
も
多
く
、

こ
の
目
録
に
は
満
鉄
編
は
必
須
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
満
鉄
東
京
支
社
、
東
亜
経
済
調
査
局
、
東
亜

研
究
所
な
ど
が
所
蔵
し
た
刊
行
物
や
報
告
書
は
、

戦
後
連
合
軍
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
、
そ
の
後
米
国

議
会
図
書
館
に
移
管
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
議
会

図
書
館
は
戦
前
の
日
本
の
ア
ジ
ア
関
係
史
料
を
最

も
多
数
所
蔵
す
る
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
当
時

日
本
の
中
国
支
配
に
関
わ
る
文
献
を
多
数
所
蔵
す

戦
前
期
ア
ジ
ア
関
係
日
本
語
資
料
コ
レ
ク
シ
ョン

井
村
哲
郎
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る
中
国
の
図
書
館
・
档
案
館
は
ま
だ
公
開
さ
れ
て

お
ら
ず
、
満
鉄
編
に
は
米
国
議
会
図
書
館
所
蔵
分

の
採
録
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
九
七
五
年

か
ら
二
年
間
私
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
滞
在
し
て
、
議

会
図
書
館
所
蔵
の
関
連
文
献
の
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
満
鉄
編
に
は
議
会
図
書
館
の
ほ
か
、
ア

メ
リ
カ
東
ア
ジ
ア
図
書
館
五
館
分
を
収
録
し
た
。

こ
の
頃
に
は
戦
前
の
ア
ジ
ア
関
係
文
献
の
蔵
書

が
充
実
し
た
た
め
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
利
用
者
も

次
第
に
増
加
し
た
。

以
下
、
ア
ジ
研
図
書
館
所
蔵
の
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
戦
前
の
ア
ジ
ア
関
係
資
料
を
紹
介
す
る
。

国
会
図
書
館
所
蔵
満
鉄
資
料
・
議
会
図
書
館
所　

蔵
満
鉄
資
料

国
立
国
会
図
書
館
に
は
、
東
亜
研
究
所
な
ど
が

所
蔵
し
た
満
鉄
の
刊
行
物
が
多
数
未
整
理
で
所
蔵

さ
れ
て
い
た
。
紙
の
劣
化
の
た
め
も
あ
り
、
そ
れ

ら
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
た
。
そ
れ
が

「
国
会
図
書
館
所
蔵
満
鉄
資
料
」
で
あ
る
。
ま
た

国
会
図
書
館
は
、
米
国
議
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る

満
鉄
刊
行
物
で
国
内
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
資

料
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
収
集
し
た
が
、
こ
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
後
に
購
入
し
た
。
後
者
は
、

「
旧
植
民
地
関
係
機
関
刊
行
物
総
合
目
録
」
を
全

面
的
に
改
訂
・
増
補
し
た
と
も
い
え
る
現
在
の
ア

ジ
研
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
「
近
現
代

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

満
鉄
会
蔵
書

財
団
法
人
満
鉄
会
は
、
元
満
鉄
社
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
組
織
で
あ
る
。
そ
の
蔵
書
を
、
元
満

鉄
調
査
部
員
で
あ
っ
た
野
間
清
氏
の
紹
介
で
寄
贈

を
受
け
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
元
満
鉄

社
員
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
満
鉄
関
係
の
刊
行
物
、
会

員
の
回
想
録
や
支
部
組
織
の
機
関
誌
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
た
。
こ
れ
は
現
在
で
は
、
一
般
の
図
書
と

一
緒
に
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ひ
と
つ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

山
崎
元
幹
文
書

日
本
敗
戦
時
に
満
鉄
総
裁
で
あ
っ
た
山
崎
元
幹

が
残
し
た
満
鉄
の
文
書
で
あ
る
。
山
崎
は
文
書
課

長
な
ど
も
勤
め
て
お
り
、
大
正
期
か
ら
満
州
事
変

期
の
社
内
情
報
、
満
鉄
改
組
問
題
に
関
す
る
文
書

を
多
数
含
ん
で
い
る
。
現
在
そ
の
一
部
の
翻
刻
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

岡
田
謙
蔵
書

台
北
帝
大
講
師
を
つ
と
め
て
、
台
湾
の
先
住
民

族
の
社
会
構
造
研
究
を
行
っ
た
岡
田
謙
旧
蔵
の
台

湾
関
係
の
図
書
で
あ
る
。
当
時
調
査
研
究
部
員
で

あ
っ
た
戴
国
煇
氏
の
紹
介
で
入
手
し
た
。
こ
の
な

か
に
は
、
台
湾
総
督
府
の
刊
行
物
や
、
台
湾
の
少

数
民
族
の
言
語
、
風
俗
な
ど
に
関
す
る
資
料
が
多

数
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
図
書
群
は
、
一
般
の
図

書
と
一
緒
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
戴
国
煇
「
岡

田
謙
博
士
と
台
湾
」、「『
岡
田
文
庫
』」（
台
湾
関
係
）

目
録
」（『
ア
ジ
ア
経
済
資
料
月
報
』
第
一
二
巻
第

一
〇
号
、
一
九
七
〇
年
一
〇
月
号
）
に
よ
っ
て
、

ど
の
よ
う
な
文
献
か
ら
な
っ
て
い
た
か
は
明
ら
か

に
な
る
。

東
亜
研
究
所
支
那
慣
行
調
査
関
係
文
書

日
本
軍
占
領
下
の
中
国
に
お
い
て
満
鉄
調
査
部

と
東
亜
研
究
所
が
実
施
し
た
慣
行
調
査
に
つ
い
て

の
東
亜
研
究
所
第
六
調
査
委
員
会
の
書
類
綴
と

「
支
那
都
市
不
動
産
慣
行
調
査
」
報
告
書
原
稿
は
、

東
亜
研
究
所
に
勤
務
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
江
副
敏

生
氏
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
。「
支
那
慣
行
調
査
」
の

全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
必
須
の
文
書

で
あ
る
。
井
村
哲
郎
「
東
亜
研
究
所
『
支
那
慣
行

調
査
』関
係
文
書
―
解
題
と
目
録
」（
一
九
八
七
年
）

が
あ
る
。

岸
幸
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

初
代
図
書
資
料
部
長
で
あ
っ
た
岸
幸
一
収
集
の

資
料
で
あ
る
。
海
軍
省
調
査
課
の
資
料
、
昭
和
研

究
会
関
係
、「
南
方
軍
政
」
関
係
の
資
料
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
三
五
リ
ー
ル
か
ら
な
っ
て
い
る
。

こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
末
廣
昭
「
岸

幸
一
資
料
目
録
」（『
ア
ジ
ア
経
済
資
料
月
報
』
第

一
七
巻
第
一
二
号
、
一
九
七
五
年
一
二
月
）
が
作

成
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
研
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
で
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
、
東
亜
研
究
所
を
経
て
戦
後
農
業
総
合

研
究
所
に
所
属
さ
れ
た
山
本
秀
夫
氏
が
亡
く
な
ら

れ
た
あ
と
、
浜
口
裕
子
氏
の
紹
介
で
蔵
書
の
一
部

を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
戦
前
期
の
中
国
農
業
に
関

す
る
文
献
や
研
究
書
が
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。
こ

う
し
た
寄
贈
資
料
は
数
多
い
。

（
い
む
ら　

て
つ
お
／
前
新
潟
大
学
教
授
）


